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を
通
じ
て
本
州
と
北
海
道
を
往
来
し
、

買
積
を
行
う
商
人
船
主
の
廻
船
と
い

う
運
航
・
経
営
形
態
を
意
味
し
、
弁
財

船
や
合
の
子
船
、
西
洋
型
帆
船
な
ど
様

々
な
船
が
北
前
船
交
易
で
使
用
さ
れ

て
い
た
。
「
北
前
船
」
の
呼
称
は
、
も
と
も

と
大
阪
や
瀬
戸
内
海
の
人
た
ち
が
日

本
海
方
面
に
向
か
う
船
や
船
乗
り
を

「
北
前
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来

し
、
各
地
で
様
々
な
地
域
呼
称
が
あ
る
。

小
樽
で
は
「
弁
財
船
」
と
呼
ば
れ
、
入
港

し
て
く
る
と
「
青
舗
が
来
た
」
と
喜
ば
れ

た
。
こ
れ
は
、
春
先
に
北
前
船
が
青
く
真

新
し
い
「
錨
」
（
た
が
）
が
は
ま
っ
た
酒
樽

を
積
ん
で
い
た
こ
と
に
ち
な
む
ロ
当
時
、

酒
が
貴
重
だ
っ
た
小
樽
の
地
域
性
が
伺

え
る
。

小
樽
に
は
古
く
か
ら
北
前
船
が
入

港
し
、
北
前
船
主
た
ち
に
よ
っ
て
建
造

さ
れ
た
倉
庫
群
が
数
多
く
現
存
し
て
い

る
と
と
も
あ
り
、
小
樽
と
北
前
船
の
関

わ
り
が
深
い
こ
と
は
あ
る
程
度
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
北
前
船
と

北
海
道
の
関
わ
り
は
道
南
、
す
な
わ
ち

江
差
や
函
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
各

地
の
北
前
船
関
連
の
展
示
施
設
な
ど

で
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
道
南
の

み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
倉
庫
の
他
に
北
前
船
と
小
樽
は

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
、
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

二
O
一
八
（
平
成
三
十
）
年
、
小
樽
市

が
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
（
注
）
に
追
加

認
定
さ
れ
、
構
成
文
化
財
と
し
て
七
件

、
か
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
北
前
船
と
関

わ
り
の
深
い
文
化
財
が
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
と
こ
で
は
、
小
樽
市
の
「
北

前
船
」
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
の
特
徴

と
、
そ
の
一
つ
で
小
樽
を
代
表
す
る
倉

庫
、
旧
小
樽
倉
庫
を
つ
く
っ
た
加
賀
の

北
前
船
主
・
西
谷
家
、
そ
し
て
小
樽
の

ル
l
ツ
と
北
前
船
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関

わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

1
小
樽
市
の
「
北
前
船
」

日
本
遺
産
構
成
文
化
財

全
国
の
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
認
定

自
治
体
で
は
様
々
な
構
成
文
化
財
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
地
域
に
も
共

通
す
る
文
化
財
と
、
そ
の
地
域
に
特
徴

的
な
文
化
財
が
あ
る
。
北
前
船
主
や
船

頭
た
ち
が
航
海
安
全
を
祈
願
し
て
奉

納
し
た
船
絵
馬
や
、
日
和
（
天
候
）
を

み
た
日
和
山
、
料
亭
な
ど
は
前
者
で
あ

り
、
小
樽
市
の
場
合
、
倉
庫
群
が
後
者

に
あ
た
る
。
小
樽
市
の
構
成
文
化
財
は

以
下
の
七
件
で
あ
る
。

【
北
前
船
関
連
古
写
真
】

小
樽
市
総
合
博
物
館
に
は
、
明
治
三

十
年
代
以
前
の
北
前
船
の
姿
や
当
時

の
小
樽
港
、
市
街
地
な
ど
を
撮
影
し
た

古
写
真
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九

O
三
（
明
治
三
十
六
）
年
の
小
樽
港
の

写
真
に
は
、
帆
柱
が
一
本
の
和
船
（
弁
財

船
）
、
二
本
の
合
の
子
船
（
和
洋
折
衷
型

帆
船
）
が
多
数
見
ら
れ
る
。
「
北
前
船
」

と
は
特
定
の
船
型
で
は
な
く
、
日
本
海

注
一
日
本
遺
産
は
二
O
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
に
文
化
庁
が
創
設
し
た
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特

色
を
通
じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る
『
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
認
定
し
、
地
域
活
性
化
に
生
か
す
制
度
。
北
前
船

は
『
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
i
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
i
』
と
し
て
、
二
O

一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
に
十
一
市
町
、
ニ
O
一
八
〈
平
成
三
十
）
年
度
に
二
十
市
町
、
令
和
元
年
度
に
七

市
町
が
認
定
さ
れ
、
四
十
五
市
町
で
構
成
さ
れ
る
シ
リ
ア
ル
型
（
広
域
）
の
日
本
遺
産
。

【
西
川
家
文
書
】

西
川
家
文
書
は
、
小
樽
市
総
合
博
物

館
館
に
約
三
百
点
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

「
商
店
日
誌
」
等
に
小
樽
の
堺
町
、
高

島
、
忍
路
の
各
支
店
の
取
引
状
況
や
ま

ち
の
様
子
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て

い
る
。
西
川
家
文
書
は
、
近
江
商
人
の
住

古
屋
（
西
川
家
）
伝
右
衛
門
家
の
資
料

で
、
同
家
は
十
七
世
紀
に
北
海
道
に
進

出
し
、
十
八
世
紀
か
ら
場
所
請
負
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
主
に
忍
路
・
高
島
場

所
を
請
け
負
っ
て
い
た
。

当
初
、
西
川
家
は
漁
獲
物
を
北
陸
の

船
乗
り
を
雇
用
し
て
荷
所
船
で
運
搬

し
て
い
た
が
、
雇
用
関
係
が
不
安
定
に

な
る
と
、
荷
所
船
の
船
主
は
自
ら
買
い

入
れ
た
商
品
を
輸
送
・
販
売
す
る
買
積

経
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
西
川
家
は
、
自
分
の
船
を

所
有
し
て
場
所
産
物
を
各
地
に
運
び

取
引
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
六
0
年

代
に
は
手
船
は
六
般
に
な
り
、
不
安
定

な
場
所
経
営
の
損
失
を
手
船
経
営
の

利
益
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
近
年
、
西
川

家
の
よ
う
な
場
所
請
負
人
の
手
船
経

営
も
広
義
の
北
前
船
経
営
と
見
な
す

考
え
方
が
出
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
と

北
前
船
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で

怠
町
甲
。
。江

戸
時
代
、
松
前
藩
が
交
易
船
の
入

港
を
認
め
て
い
た
の
は
、
松
前
、
江
差
、

箱
館
の
三
湊
の
み
で
あ
り
、
小
樽
に
船

舶
が
自
由
に
入
港
で
き
る
よ
う
に
な
る

のは、
一八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
場
所
請

負
制
が
廃
止
さ
れ
、
手
宮
に
海
官
所
が

設
置
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。
札
幌
に
開

拓
使
が
設
置
さ
れ
、
小
樽
が
札
幌
の
外

港
と
な
る
と
、
各
地
か
ら
移
民
が
押
し

寄
せ
て
人
口
が
急
増
し
て
い
っ
た
。
明
治

以
降
、
北
前
船
は
移
民
た
ち
の
生
活
を

支
え
る
生
活
物
資
を
運
ぶ
と
い
う
新
た

な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
小
樽
港

は
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。



旧魁陽亭 1896（明治29）年築

【
旧
魁
陽
亭
】

祝津の日和山

旧
魁
陽
亭
の
創
業
は
安
政
初
期
に

遡
る
と
い
わ
れ
、
現
在
地
に
建
物
が
で

き
た
の
は
明
治
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。

当
時
、
海
老
望
む
山
ノ
上
の
丘
に
は
弁

天
社
が
あ
り
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年

八
月
、
弁
天
社
に
住
吉
大
神
が
仮
奉
納

さ
れ
、
同
四
年
に
量
徳
町
へ
の
移
転
を

経
て
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
現

在
の
住
吉
神
社
と
な
っ
た
。
海
の
神
を

杷
る
弁
天
社
の
跡
地
に
魁
陽
亭
が
建
て

ら
れ
た
と
と
は
、
そ
の
原
点
が
北
前
船

主
や
船
乗
り
た
ち
、
商
人
た
ち
に
親
し

ま
れ
た
料
亭
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
応
し

い
。
創
業
時
の
資
料
は
絵
図
等
以
外
ほ

ぼ
存
在
し
な
い
が
、
近
年
の
調
査
に
よ

り
、
邸
内
に
創
業
時
か
ら
使
用
し
て
い

た
と
伝
わ
る
九
谷
焼
が
確
認
さ
れ
た
。

九
谷
焼
は
江
戸
時
代
初
期
に
石
川
県

山
中
町
（
現
・
加
賀
市
）
で
誕
生
し
、
江

戸
中
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
北
前

船
に
よ
っ
て
各
地
に
流
通
し
た
。
九
谷

焼
は
小
樽
と
加
賀
の
つ
な
が
り
を
示
す

痕
跡
と
い
え
る
。

旧
魁
陽
亭
は
「
魁
陽
亭
」
「
開
陽
亭
」

「
海
陽
亭
」
と
三
度
名
前
を
変
え
つ
つ
、

百
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
営
業
し
、

「
海
」
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
小
樽
の
ま

ち
を
象
徴
す
る
料
亭
で
あ
り
続
け
て
き

た
が
、
二

O
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
に

閉
店
し
た
。
二

O
一
八
（
平
成
三
十
年
）

（上右）
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か
ら
新
た
な
オ
ー
ナ
ー
と
小
樽
商
科

大
学
に
よ
り
、
歴
史
を
活
か
し
て
建
物

を
活
用
す
る
た
め
資
料
調
査
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

【
日
和
山
】

祝
津
の
日
和
山
は
絶
景
で
、
近
く
に

お
た
る
水
族
館
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
が
、
近
年
で
は
北
前
船
の
船
乗

り
た
ち
が
日
和
を
見
た
山
と
い
う
認

識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
当
初
、
小
樽
で

は
明
治
四
年
に
海
関
所
が
あ
っ
た
信
香

町
に
常
夜
灯
台
、
か
設
置
さ
れ
た
が
、
同

七
年
に
火
事
で
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、

何
度
か
再
建
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
十

年
近
く
灯
台
が
な
い
状
態
が
続
き
、
同

十
六
年
、
祝
津
の
高
島
岬
に
北
海
道
で

二
番
目
と
な
る
近
代
的
な
灯
台
が
建

設
さ
れ
、
航
海
の
ラ
ン
ド
マ
l
ク
と
な
っ

た
。
灯
台
付
近
に
は
一
九
五
一
二
（
昭
和

二
十
八
）
年
の
改
築
前
ま
で
「
日
時
計
」

と
御
影
石
の
台
石
が
遺
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
。

【
船
絵
馬
群
】

北
前
船
主
や
船
乗
り
た
ち
は
航
海

安
全
を
祈
願
し
、
寄
港
地
の
神
社
に
船

絵
馬
を
奉
納
し
た
。
小
樽
で
は
、
祝
津

恵
美
須
神
社
に
二
面
、
龍
徳
寺
金
比
羅

れ
て
お
り
、
船
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
。

小
樽
の
他
、
新
潟
県
の
船
乗
り
が
奉
納

し
た
も
の
も
あ
る
。

【
住
吉
神
社
奉
納
物
】

住
吉
神
社
は
、
古
く
か
ら
航
海
安
全

の
守
り
神
と
し
て
北
前
船
主
や
船
乗

り
、
商
人
た
ち
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
神

社
で
、
境
内
地
に
は
寄
進
さ
れ
た
石
灯

龍
、
玉
垣
、
手
水
鉢
な
ど
様
々
な
奉
納

物
が
あ
る
。
第
一
鳥
居
は
、
一
八
九
九
（

明
治
三
十
二
）
年
に
加
賀
の
瀬
越
（
石

川
県
加
賀
市
）
の
北
前
船
主
・
大
家
七

平
と
広
海
二
三
郎
が
寄
進
し
た
も
の

で
あ
る
。
鳥
居
の
石
材
は
広
島
県
尾
道

産
で
、
北
前
船
で
大
阪
か
ら
小
樽
ま
で

運
ば
れ
た
。

社
殿
下
の
参
道
脇
に
あ
る
古
い
手
水

鉢
は
「
江
州
荒
神
山
麓
清
水
村
産
」
（

現
・
滋
賀
県
）
、
「
ヲ
タ
ル
ナ
イ
支
配
人

利
左
衛
門
」
ら
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
他
、
山
本
久
右
衛
門
、
板
谷
宮

吉
ら
豪
商
た
ち
の
寄
進
物
か
至
る
と
こ

ろ
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
小
樽
の
発
展

を
担
っ
た
船
乗
り
や
商
人
た
ち
の
歴
史

を
い
ま
に
伝
え
る
。

【
旧
北
浜
地
区
倉
庫
群
】

小
樽
に
は
、
北
前
船
主
が
運
ん
だ
物

品
の
保
管
・
取
引
の
た
め
に
建
造
し
た

に
八
面
の
船
絵
馬
が
遺
っ
て
い
る
。
船

絵
馬
に
は
船
型
や
帆
な
ど
が
精
織
に

描
か
れ
、
奉
納
者
名
、
出
身
地
、
奉
納

年
、
絵
師
の
名
前
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

祝
津
恵
美
須
神
社
は
、
一
八
六
三

（
文
久
三
）
年
築
の
本
堂
や
隣
接
す
る

桑
の
木
が
小
樽
市
の
保
存
樹
木
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
拝
殿
内
の
船
絵
馬

は
、
郷
土
史
家
の
越
崎
宗
一
が
『
月
刊
お

た
る
』
（
一
九
七
四
／
昭
和
四
十
九
年

八
月
号
）
で
紹
介
し
た
他
、
ほ
ぼ
一
般
に

は
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
祝
津
は

ニ
シ
ン
漁
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
か
つ

て
は
北
前
船
を
は
じ
め
と
す
る
商
船
も

寄
港
し
て
お
り
、
ニ
シ
ン
が
各
地
に
運

ば
れ
て
い
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。

龍
徳
寺
は
、
小
樽
で
最
古
の
本
堂
や

日
本
一
大
き
な
一
本
彫
り
の
木
魚
が
よ

く
紹
介
さ
れ
る
が
、
小
樽
で
最
多
の
船

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
金
比
羅
殿
が

併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
小
樽
と
北
前

船
の
関
わ
り
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
一

八
五
七
（
安
政
四
）
年
の
開
創
当
時
か

ら
境
内
地
に
龍
神
を
守
る
龍
宮
殿
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
八
八
九
（
明
治
二

十
二
）
年
に
再
建
さ
れ
た
二
八
九
一

（
明
治
二
十
四
）
年
に
は
山
田
吉
兵
衛

や
藤
山
要
吉
、
塩
田
安
蔵
ら
海
運
業
者

た
ち
に
よ
っ
て
金
比
羅
殿
保
存
会
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
金
毘
羅
は
海
の
守
り

神
と
し
て
小
樽
の
海
運
業
者
に
信
仰
さ

大
規
模
な
倉
庫
群
が
多
数
遺
っ
て
お

り
、
小
樽
の
特
徴
的
な
景
観
を
形
成
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
旧
北
浜
地
区
に
あ

る
五
棟
が
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
構
成

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
北
陸
の
北
前
船
主
に
よ
っ
て
明
治
二

十
1
三
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
倉
庫
で

あ
る
。
船
主
集
落
の
豪
勢
な
邸
宅
と
は

異
な
り
、
シ
ン
プ
ル
な
木
骨
石
造
の
倉

庫
で
あ
る
が
、
屋
根
の
航
、
越
屋
根
、
二
重

ア
l
チ
な
ど
様
々
な
意
匠
が
凝
ら
さ
れ

た
魅
力
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

旧
小
樽
倉
庫
（
一
八
九

0
1
一
八
九

四
／
明
治
二
十
三

1
二
十
七
）
年
築

と
、
旧
増
田
倉
庫
一
九
O
三
（
明
治
三
十

六
）
年
築
は
、
「
北
前
船
の
里
」
で
知
ら
れ

る
橋
立
（
石
川
県
加
賀
市
）
、
旧
犬
家
倉

庫
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
築
と
旧

広
海
倉
庫
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年

築
は
瀬
越
（
石
川
県
加
賀
市
）
、
旧
右
近

倉
庫
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
築

は
、
河
野
（
福
井
県
南
越
前
町
）
出
身
の

北
前
船
主
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
倉
庫

で
あ
り
、
北
陸
の
北
前
船
主
た
ち
と
小

樽
と
の
深
い
関
わ
り
が
伺
え
る
。
小
樽

に
進
出
し
た
北
前
船
主
た
ち
は
、
買
積

に
よ
る
北
前
船
交
易
が
汽
船
の
登
場

な
ど
に
よ
り
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
営

業
倉
庫
を
設
立
す
る
な
ど
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
倉

庫
群
は
他
の
寄
港
地
に
は
な
い
、
小
樽

市
の
特
徴
的
な
構
成
文
化
財
と
い
え
る
。



5代目西谷庄八（1860・1933)

てご子
,.-,,JI/、

上／旧小樽倉庫。 1890-94（明治23-27）年築

下／旧大家倉庫。 1891 （明治24）年築

上／旧僧田倉庫。 1903（明治36）年築

中／旧広海倉庫。 1889（明治22）年築

下／旧右近倉庫。 1893（明治26）年築

2
．
旧
小
樽
倉
庫
を
つ
く
っ
た
西
谷
家

小
樽
に
は
北
前
船
主
た
ち
が
建
て
た

倉
庫
群
の
建
物
が
遺
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
建
て
た
船
主
た
ち
の
資
料
は
ほ
と

ん
ど
遺
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
船
主
た
ち

の
故
郷
で
は
資
料
は
遺
っ
て
い
て
も
北

海
道
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
十
分
調

査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
樽
へ
進
出
し
て
い

っ
た
経
緯
や
過
程
な
ど
は
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
。

二
O
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
か
ら
、

旧
小
樽
倉
庫
の
創
設
者
の
一
人
で
、
加

賀
の
北
前
船
主
・
西
谷
家
（
石
川
県
加

賀
市
橋
立
）
の
資
料
調
査
が
、
小
樽
商

科
大
学
、
北
海
道
北
前
船
調
査
会
と
、

石
川
県
の
加
賀
市
、
橋
立
町
、
全
国
北

前
船
研
究
会
の
共
同
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
同
家
と
小
樽
の
関
わ
り
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
西
谷
家
は
小
樽
を
は

じ
め
北
海
道
で
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
、
故
郷
の
橋
立
と
小
樽
を
往
き

来
す
る
生
活
を
明
治
期
か
ら
昭
和
期

ま
で
送
っ
て
い
た
。
橋
立
の
西
谷
家
に
残

る
一
万
点
以
上
の
資
料
の
約
三
分
の
二

が
小
樽
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
で
社
史
（
『
和
船
運
送
と
北
海

道
附
西
谷
海
運
会
社
沿
革
』
一九
二
七

年
）
が
発
見
さ
れ
、
西
谷
家
の
歴
史
と

事
業
沿
革
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
西
谷
家
は
一七
六

O
（
宝
暦
十
）
年

に
加
賀
の
橋
立
で
海
運
業
を
創
業
し
、

年
十
一月
十
二
日
に
は
小
樽
倉
庫
の
開

業
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
小
樽
倉
庫
に

つ
い
て
、
五
代
目
圧
八
は
「
本
家
（
西
出

家
）
は
資
本
を
出
し
て
く
だ
さ
る
。
私

は
実
務
を
や
る
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
、
実
質
的
に
西
谷
家
が
経
営
し
て
い

た
こ
と
が
伺
え
る
。

一八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
は
小

樽
倉
庫
株
式
会
社
の
設
立
が
認
可
さ

れ
た
が
、
そ
の
頃
、
ド
イ
ツ
の
汽
船
会
社

と
の
係
争
や
小
豆
取
引
の
失
敗
等
に
よ

り
大
打
撃
を
受
け
、
事
業
整
理
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
翌
年
、
物
産
部
を
廃
止

し
、
倉
庫
を
譲
渡
し
て
回
漕
部
の
み
を

継
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
小
樽
支
店
は

西
谷
回
漕
店
に
改
称
し
て
庄
八
の
弟
・

正
吉
が
経
営
者
と
な
っ
た
。
同
年
、
庄
八

は
大
阪
に
転
居
し
て
、
北
前
船
主
た
ち

と
創
設
し
た
日
本
海
上
保
険
株
式
会

社
の
常
務
取
締
役
、
第
七
十
九
国
立
銀

行
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
海
運
業
を

離
れ
た
二
九
O
三
（
明
治
三
十
六
）
年

に
正
吉
が
病
死
し
た
こ
と
で
庄
八
が
海

運
業
に
復
帰
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
ぎ
、
西
谷
家
が
経
営
す
る
美
唄
炭
山

三
十
六
鉱
区
も
放
棄
し
た
。
小
樽
倉
庫

の
経
営
は
山
本
久
右
衛
門
が
引
き
続
い

だ。
そ
の
後
、
経
営
を
立
て
直
し、

一九
一

一一
（
明
治
四
十
五
）
年
に
神
戸
出
張
所
、

一九
一九
（
大
正
八
）
年
に
は
釧
路
出
張

所
を
設
置
し
た
。
第
一次
世
界
大
戦
終

代
々
、
北
前
船
交
易
を
営
ん
で
い
た
。
初

代
庄
八
は
武
家
に
生
ま
れ
た
が
、
武
家

生
活
を
嫌
い
、
分
家
し
て
先
祖
と
関
わ

り
の
あ
る
「
西
谷
」
を
名
乗
り
、
海
運
業

を
始
め
た
。
二
代
目
の
頃
、
当
時
、
ロ
シ

ア
人
が
松
前
に
来
訪
し
た
こ
と
で
蝦
夷

地
（
北
海
道
）
に
注
目
し
、
航
路
を
拡
張

し
た
。
三
代
目
の
頃
に
は
九
州
各
地
に

も
寄
港
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
末
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
四
代
目

の
頃
に
は
、
所
有
船
を
和
船
か
ら
合
の

子
船
に
転
換
し
、
続
い
て
西
洋
型
帆
船

を
導
入
し
て
い
っ
た
。

小
樽
で
活
躍
し
た
五
代
目
庄
八
（
一

八
六
0
1
一九
一二三
／
万
延
元

1
昭
和

八
年
）
は
、
十
六
歳
で
父
の
所
有
船
に
乗

り
、
北
海
道
と
関
西
方
面
の
聞
を
航
海

し
た
。

一八
八

O
（
明
治
十
三
）
年
に
父

が
亡
く
な
り
家
業
を
継
ぐ
と
、
当
時
、

北
海
道
開
拓
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、

一八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
、
小
樽

を
拠
点
に
選
び
、
支
店
を
開
設
。
時
代

に
先
駆
け
て
汽
船
運
送
へ
の
転
換
を
進

め
、
西
谷
家
の
最
盛
期
を
築
き
上
げ
て

い
っ
た
。

一八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
は
汽

船
北
海
丸
と
小
島
丸
を
新
造
し
、
汽
船

運
送
に
進
出
し
た
が
、
当
時
、
小
樽
に
は

汽
船
運
送
に
不
可
欠
な
倉
庫
が
な
か
っ

た
た
め
、
翌
年
、
同
郷
で
親
戚
の
西
出
孫

左
衛
門
ら
と
小
樽
倉
庫
株
式
会
社
を

設
立
し
た
。

一八
九
三
（
明
治
二
十
六
）

了
後
の
同
九
年
に
は
各
支
店
と
出
張

所
を
株
式
組
織
に
改
め
、

一九
二
二
（大

正
十
一）
年
に
は
小
樽
本
店
も
含
め
西

谷
海
運
株
式
会
社
に
改
称
し
た
。
そ
の

後
、
同
社
は
「
東
洋
一
の
回
漕
店
」
と
呼

ば
れ
る
ま
で
成
長
し
て
い
っ
た
。

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
に
よ
っ
て
、

小
樽
と
北
前
船
の
関
わ
り
は
あ
る
程

度
明
確
に
な
っ
た
が
、
北
前
船
が
小
樽

の
歴
史
に
与
え
た
影
響
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
い
。
北
前
船
に
よ
る
人
、
モ
ノ
、
文

化
の
つ
な
が
り
は
、
会
社
や
銀
行
、
菓
子

店
、
民
俗
芸
能
な
ど
小
樽
の
ル

1
ツ
に

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
小
樽
の
ま
ち
を

築
い
て
い
っ
た
が
、
そ
の
過
程
も
含
め
今

後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
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